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繋
げ
る
こ
と
の
大
切
さ
伝
え
た
い

　

こ
の
度
は
、
絵
本
ぬ
ま
づ
昔
ば

な
し
推
進
会
が
主
催
す
る
白
隠
禅

師
の
絵
本
に
際
し
て
多
大
な
る
ご

寄
付
を
頂
戴
し
ま
し
た
こ
と
、
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

基
金
の
募
集
活
動
を
通
し
て
私

が
感
じ
た
こ
と
は
、
原
地
区
の
温

か
さ
や
団
結
力
で
す
。

 

今
回
の
企
画
は
、
７
月
に
、
商

工
会
会
長
渡
邊
様
、
自
治
会
長
鈴

木
様
、
副
会
長
石
川
様
他
に
相
談

し
、
団
体
を
立
ち
上
げ
る
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
企
画
を
進

め
る
中
で
、
よ
り
多
く
の
方
へ
の

基
金
の
呼
び
か
け
や
、
基
金
の
受

付
場
所
な
ど
、
個
人
で
は
ど
う
に

も
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
皆
様
が
気
持
ち
よ
く
様
々
な

場
面
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
ま
た
、
支
援
者
の
方
々

か
ら
は
、
応
援
の
お
言
葉
も
多
数

い
た
だ
き
、
自
分
自
身
、
励
ま
さ

れ
な
が
ら
活
動
を
行
う
こ
と
が
で

き
、
お
陰
様
で
目
標
額
に
達
す
る

こ
と
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
ひ
と

え
に
多
く
の
皆
様
の
温
か
い
支
援

の
賜
物
で
あ
り
ま
す
。
つ
き
ま
し

て
は
、
皆
様
の
お
気
持
ち
を
、
確

か
な
形
に
し
て
、
こ
ど
も
た
ち
、

そ
し
て
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
、

絵
本
を
作
成
・
配
布
す
る
た
め
の

準
備
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

来
年
２
月
を
目
標
に
地
域
・
企
業

か
ら
の
贈
呈
品
と
し
て
、
学
校
、

保
育
所
、
図
書
室
、
病
院
等
の
施

設
に
お
渡
し
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

今
後
は
原
地
区
で
の
経
験
を
モ

デ
ル
に
、
他
地
区
に
お
い
て
も
、

・
地
元
の
歴
史
を
こ
ど
も
た
ち
に

　

伝
え
、
未
来
に
繋
げ
る

・
親
と
子
、
地
域
と
こ
ど
も
た
ち
、

　

地
域
と
学
校
を
繋
げ
る

そ
の
よ
う
な
信
念
を
持
ち
、
絵
本

づ
く
り
と
企
画
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ご
協
力
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

絵
本
ぬ
ま
づ
昔
ば
な
し
推
進
会

代
表

米
倉 

丈
智

沼津市商工会　ホームページアドレス　http://www.numazu-s.or.jp
　　　　　　　メールアドレス　　　　info@numazu-s.or.jp

再生紙を使用しています。

女性部 地元産品販売女性部 地元産品販売
11月6日 戸田さんさんまつり11月6日 戸田さんさんまつり

つ
な

指
導
員
だ
よ
り

　

今
年
は
サ
ッ
カ
ー
の
Ｗ
杯
イ
ヤ

ー
で
戦
前
は
「
や
や
盛
り
上
が
り

に
欠
け
て
い
る
か
な
？
」
と
感
じ

て
い
た
の
で
す
が
、
初
戦
で
ド
イ

ツ
に
逆
転
す
る
と
日
本
中
が
一
気

に
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
に
関
し
て
は
〝
完
全

な
素
人
目
線
〞
で
、
併
せ
て
商
工

会
の
「
指
導
員
だ
よ
り
」
目
線
で

こ
の
ド
イ
ツ
戦
を
強
引
に
書
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
が
…
、
こ
の
試

合
は
森
保
監
督
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
が
モ
ロ
に
ハ
マ
っ
た
試
合
で

あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

Ｐ
：
プ
ラ
ン
を
立
て
て
、
Ｄ
：

試
合
に
臨
み
、
Ｃ
：
前
半
を
評
価
、

Ａ
：
後
半
に
改
善
、
…
が
見
事
に

実
を
結
び
、
み
な
さ
ん
ご
存
じ
の

と
お
り
、
大
金
星
に
つ
な
が
っ
た

わ
け
で
す
。
恐
る
べ
き
は
、
そ
の

決
断
の
早
さ
と
大
胆
さ
。
90
分
の

中
で
試
合
の
状
況
は
目
ま
ぐ
る
し

く
変
化
し
、
日
本
人
に
と
っ
て
は

最
高
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
仕
上
が
り

ま
し
た
。

　

今
回
の
Ｗ
杯
は
、
試
合
中
継
も

ネ
ッ
ト
中
心
と
な
り
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
が
変
化
し
て
お
り
、
商
工
会

職
員
的
に
も
興
味
深
い
大
会
と
な

っ
て
い
ま
す　

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

指
導
員
Ｎ
Ｋ

12月・1月の行事予定

沼津法人会原支部

めざします企業の繁栄
と社会への貢献

（公社）

12月28日（水）１３時～１月３日（火）

                   　　　　年末年始休館

 1月20日（金） 年末調整（納期特例）

　　　　　　納付期限

 1月24日（火） 新春講演会

新
会
員
の
ご
紹
介

 

税
理
士
の
渡
邊
稔
夫
氏
に
講
師

を
依
頼
し
、
11
月
14
日
（
月
）
に

イ
ン
ボ
イ
ス
、
11
月
28
日
（
月
）

に
Ｄ
Ｘ
※

セ
ミ
ナ
ー
（
電
子
帳
簿

保
存
法
）
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
10
月
か
ら
開
始
さ
れ

る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
消
費
税
の

申
告
に
大
き
く
関
わ
る
も
の
で
、

今
ま
で
年
間
の
売
上
高
一
千
万
以

下
で
消
費
税
の
申
告
・
納
税
が
必

要
な
か
っ
た
事
業
者
も
、
今
後
必

要
と
な
っ
て
く
る
ケ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。

　

令
和
６
年
1
月
か
ら
義
務
化
と

な
る
電
子
帳
簿
保
存
法
は
ネ
ッ
ト

上
で
売
買
し
た
際
の
見
積
・
請

求
・
領
収
書
等
を
電
子
デ
ー
タ
の

ま
ま
保
存
す
る
よ
う
に
な
り
、
紙

に
出
力
し
て
保
存
し
て
お
く
こ
と

が
認
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

両
制
度
と
も
に
小
規
模
事
業
者

に
も
大
き
く
関
わ
る
制
度
の
た
め
、

参
加
者
は
熱
心
に
講
義
に
耳
を
傾

け
、
講
義
終
了
後
も
質
問
や
個
別

相
談
が
多
く
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

業
種
や
売
り
上
げ
規
模
等
に
よ

っ
て
必
要
な
対
応
が
変
わ
っ
て
き

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
商
工
会
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

会
員
同
士
の
絆
を
深
め
、
新
た

な
事
業
展
開
に
つ
な
げ
る
恒
例
行

事
「
新
春
講
演
会
・
会
員
交
流

会
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
を
考
慮
し
、
交
流
会

を
取
り
や
め
、
講
演
会
の
み
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

〈
日
時
〉

  

令
和
５
年
１
月
24
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
４
時
〜
５
時
30
分

〈
場
所
〉

原
地
区
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　
　
　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

〈
内
容
〉

沼
津
の
観
光
と
ゼ
ミ
活
動
報
告

講
師 

日
本
大
学
国
際
関
係
学
部

宍
戸
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

※
経
営
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

事
例
調
査
報
告
（
経
営
指
導
員
）

〈
そ
の
他
〉

出
席
者
全
員
に
夕
食
用
お
弁
当
を

配
布
し
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
・
Ｄ
Ｘ
セ
ミ
ナ
ー

         

開
催
し
ま
し
た

㈲
戸
田
総
業
（
戸
田
）

　

𠮷
川
俊
也   

廃
棄
物
処
理
業

ｍ
ｅ
ｌ
ｉ
ａ
（
浮
島
）

　

芹
澤　

緑　

美
容
業

そ
ば
処　

重
（
桃
里
）

　

山
本
重
彦　

飲
食
業

杉
山
製
作
所
（
浮
島
）

　

杉
山
芳
美　

板
金
・
製
缶

ｏ
ｎ
ｃ
ｅ
‐
ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
（
東
部
）

　

上
村
翼　

内
装
業　

オ
ザ
ワ
ホ
ー
ム
（
愛
鷹
）

　

小
澤
ゆ
き
江　

                     

フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム

川
口
建
築
（
東
部
）

　

川
口
哲
也　

建
築
業

Ｒ
ｅ
ｌ
ｉ
ｅ
ｆ
（
西
町
）

　

望
月
萌
香　

美
容
業

ケ
ー
エ
ム
建
機
サ
ー
ビ
ス（
東
町
）

　

三
須
和
文　

機
械
修
理
業

新
春
講
演
会
の
ご
案
内

セミナーの様子（戸田支所）セミナーの様子（戸田支所）

※DXは、デジタルトランスフォーメーション（Digital Transformation）の略です。
　「DX」と表記すのは、英語圏で交差するの意味の「trans」を「X」と略す場合がある為です。
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原
地
域
の
歴
史
に
つ
い
て

原
宿
の
宿
場
施
設

伴
走
型
小
規
模
事
業
者

    

支
援
推
進
事
業
の
実
施

　

11
月
６
日
（
日
）
、
戸
田
御
浜

岬
公
園
に
て
第
18
回
戸
田
さ
ん
さ

ん
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 

沼
津
市
戸
田
地
区
の
活
性
化
と

観
光
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

例
年
11
月
第
１
日
曜
日
に
開
催
し

て
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
昨

年
・
一
昨
年
の
中
止
を
経
て
、
今

回
一
部
規
模
を
縮
小
し
３
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

 

な
お
総
合
司
会
は
沼
津
ラ
ク
ー

ン
よ
し
も
と
劇
場
所
属
・
西
伊
豆

へ
だ
Ｐ
Ｒ
大
使
の
富
士
彦
さ
ん
に

務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

戸
田
地
区
内
外
よ
り
農
産
品
・

特
産
品
な
ど
各
店
自
慢
の
逸
品
が

販
売
さ
れ
、
特
に
旧
戸
田
村
の
友

好
市
村
で
あ
る
長
野
県
原
村
・
山

梨
県
忍
野
村
・
埼
玉
県
戸
田
市
か

ら
の
出
店
で
は
来
場
者
と
「
久
し

ぶ
り
で
す
ね
」
の
会
話
も
聞
か
れ

る
な
ど
、
富
士
彦
さ
ん
の
軽
快
な

司
会
進
行
と
と
も
に
、
終
始
和
や

か
な
雰
囲
気
で
イ
ベ
ン
ト
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

来
年
こ
そ
は
安
心
で
安
全
な
環

境
が
整
っ
た
中
で
、
元
通
り
に
開

催
で
き
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

11
月
17
日
（
木
）
〜
19
日
（
土
）

ま
で
の
３
日
間
、
福
岡
・
佐
賀
へ

視
察
研
修
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

静
岡
空
港
か
ら
福
岡
空
港
に
降

り
立
ち
、
１
日
目
は
佐
賀
県
唐
津

市
へ
。
肥
前
名
護
屋
城
址
・
唐
津

城
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。
な
お

途
中
イ
カ
で
有
名
な
呼
子
に
立
ち

寄
り
ま
し
た
が
、
長
年
の
不
漁
の

た
め
休
業
や
閉
業
し
た
お
店
も
多

く
、
観
光
客
も
疎
ら
で
他
人
事
と

は
思
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

２
日
目
は
班
に
分
か
れ
て
行
動

と
な
り
福
岡
県
糸
島
市
へ
。
脱
サ

ラ
し
て
糸
島
市
に
移
住
し
「
わ
か

ま
つ
農
園
」
を
営
む
若
松
氏
の
カ

フ
ェ
を
訪
問
し
、
新
規
就
農
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
の
軌
跡
と
経
営

に
つ
い
て
貴
重
な
お
話
を
伺
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

な
お
最
終
日
は
帰
り
が
け
に
宗

像
大
社
（
辺
津
宮
）
を
見
学
し
ま

し
た
。
全
体
を
通
し
て
韓
国
及
び

東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
観
光
客
の
多

さ
が
印
象
的
で
し
た
。

　

原
宿
は
天
保
十
四
年
（
一
八
四

三
）
頃
に
は
宿
の
石
高
一
七
六
七

石
・
家
数
三
九
八
軒
・
人
口
一
九

三
九
人
と
記
さ
れ
、
宿
の
規
模
と

し
て
は
比
較
的
小
さ
な
宿
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
原
宿
は
街
道
か
ら
の

美
し
い
富
士
山
の
眺
め
、
白
隠
禅

師
の
誕
生
の
地
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が

街
道
一
の
植
物
園
と
絶
賛
し
た
植

松
本
家
の
「
帯
笑
園
」
な
ど
が
あ

り
、
世
に
広
く
知
ら
れ
て
い
た
。

　

原
宿
の
宿
場
施
設
と
し
て
宿
駅

の
人
馬
伝
送
・
宿
泊
・
助
郷
等
の

業
務
を
統
括
す
る
問
屋
場
（
こ
こ

で
は
長
た
る
問
屋
・
年
寄
の
宿
役

人
の
下
で
帳
付
け
・
馬
指
・
人
足

な
ど
が
働
い
て
い
た
）
が
あ
っ
た
。

初
期
に
は
東
西
二
ヶ
所
（
東
は
西

念
寺
入
口
東
側
、
西
は
昌
原
寺
入

口
西
側
）
に
あ
り
、
六
ヶ
月
交
代

で
業
務
を
行
っ
て
い
た
が
、
東
問

屋
場
が
焼
失
し
た
為
、
以
後
は
西

の
問
屋
場
で
東
西
の
役
人
が
交
互

に
業
務
を
遂
行
し
た
。

　

原
の
本
陣
は
代
々
、
西
町
の
渡

辺
家
が
務
め
、
本
陣
が
賄
い
き
れ

な
い
時
は
脇
本
陣
（
東
町
の
高
田

家
）
が
務
め
て
い
た
）
が
補
っ
て

い
た
が
、
東
問
屋
場
と
同
時
期
に

火
災
で
焼
失
し
、
そ
の
後
は
幕
末

ま
で
は
大
き
な
旅
籠
が
代
行
し
た
。

　

浅
間
神
社
西
側
に
は
幕
府
の
禁

令
・
掟
書
を
記
し
た
木
札
を
掲
げ

る
高
札
場
が
あ
り
、
西
問
屋
場
裏

に
は
人
馬
継
立
が
賄
い
き
れ
な
い

時
は
近
隣
の
村
々
に
人
馬
を
調
達

さ
せ
る
助
郷
制
度
の
下
で
、
村
々

か
ら
選
ば
れ
た
総
代
が
詰
め
る
助

郷
会
所
が
あ
っ
た
。

　

ほ
か
に
、
幕
府
に
納
め
る
年
貢

米
・
凶
作
の
時
の
備
蓄
米
等
を
保

管
す
る
郷
蔵
が
昌
原
寺
南
側
に
有

り
、
又
松
蔭
寺
附
近
に
は
原
宿
の

治
安
警
備
の
為
の
自
身
番
所
が
あ

っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

  

望
月 

宏
充

（
原
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
会
会
長
）

戸
田
さ
ん
さ
ん
ま
つ
り
開
催

戸
田
支
所
青
年
部
視
察
研
修 やぐらの組立て

保永堂版東海道　原

やぐらの組立て

　

11
月
15
日
、
市
内
一
斉
清
掃
に

合
わ
せ
て
、
商
工
会
役
員
、
法
人

会
役
員
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、

女
性
部
・
青
年
部
合
同
で
、
戸
田

峠
、
古
宇
方
面
の
ゴ
ミ
拾
い
を
行

い
、
合
計
24
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

な
お
拾
っ
た
ゴ
ミ
は
商
工
会
に

集
め
ら
れ
、
分
別
を
行
い
ま
し
た
。

集
ま
っ
た
ゴ
ミ
の
量
は
燃
や
す
ゴ

ミ
・
缶
・
ビ
ン
合
わ
せ
て
42
袋
で

し
た
。

　

皆
さ
ん
ご
参
加
い
た
だ
き
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
会
で
は
、
国
の
補
助
金
を
活

用
し
、
伴
走
型
小
規
模
事
業
者
支

援
推
進
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

来
年
２
月
ま
で
逸
品
ロ
ゴ
マ
ー

ク
活
用
し
た
周
知
活
動
を
メ
イ
ン

に
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

11
月
か
ら
は
逸
品
動
画
の
撮
影

も
本
格
化
し
た
ほ
か
、
3
年
ぶ
り

に
「
は
ら
逸
品
う
ま
い
も
の
フ
ェ

ス
」
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 

エ
フ
エ
ム
ぬ
ま
づ
・
ト
コ
チ
ャ

ン
に
て
毎
月
第
４
水
曜
日
に
放
送

さ
れ
て
い
る
逸
品
の
Ｐ
Ｒ
番
組
も

引
き
続
き
会
員
事
業
所
が
生
出
演

の
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

新
た
な
逸
品
が
追
加
さ
れ
た
小

冊
子
（
第
３
弾
）
は
来
年
２
月
を

目
途
に
原
・
浮
島
・
戸
田
地
区
の

皆
様
に
全
戸
配
布
さ
れ
る
計
画
と

な
っ
て
い
ま
す
。

は
ら
逸
品
う
ま
い
も
の

　
　
　  

フ
ェ
ス
開
催
！

　

11
月
20
日
に
３
年
ぶ
り
と
な
る

『
は
ら
逸
品
う
ま
い
も
の
フ
ェ

ス
』
を
開
催
し
ま
し
た
。
地
元
の

「
う
ま
い
も
の
」
を
た
く
さ
ん
の

方
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
を
目
指

し
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
商
工
会
員

の
お
店
を
中
心
に
、
合
計
1
7
店

舗
が
軒
を
連
ね
ま
し
た
。
小
雨
が

ち
ら
つ
く
中
で
し
た
が
、
多
く
の

お
客
様
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
完

売
の
お
店
が
続
出
し
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
や

消
防
車
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
、

お
子
さ
ん
か
ら
大
人
ま
で
多
く
の

お
客
様
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ご
う
ぐ
ら

う
ま
さ
し

お
き
て
が
き

市
内
一
斉
ク
リ
ー
ン
週
間
協
力

オープニングセレモニーオープニングセレモニー

視察先のカフェにて視察先のカフェにて

宗像大社（辺津宮）にて宗像大社（辺津宮）にて

清掃活動の様子清掃活動の様子

親子でお買いもの親子でお買いもの

逸品動画撮影の様子逸品動画撮影の様子

長野県原村からの出店長野県原村からの出店



第125号（2）令和4年12月号 令和4年12月号（3）　第125号

高足ガニとエビカニづくしの磯料理

                     TEL 0558-94-3333
フリーダイヤル TEL 0120-04-1260
ホームページ　http://tokiwaya.info

創業明治参年 味わいの宿

企業の繁栄と社会貢献

支部長　成田八起

沼津法人会 三浦・戸田支部

食中毒予防の決め手はあなたの手

沼津食品衛生協会 戸田支部
事務局　沼津市商工会　戸田支所
　　　　0558-94-2224

〒410-3402　
沼津市戸田美浜海岸3878-20
TEL 0558-94-3048（代）
URL http://www.isaba.co.jp

原
地
域
の
歴
史
に
つ
い
て

原
宿
の
宿
場
施
設

伴
走
型
小
規
模
事
業
者

    

支
援
推
進
事
業
の
実
施

　

11
月
６
日
（
日
）
、
戸
田
御
浜

岬
公
園
に
て
第
18
回
戸
田
さ
ん
さ

ん
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 

沼
津
市
戸
田
地
区
の
活
性
化
と

観
光
振
興
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

例
年
11
月
第
１
日
曜
日
に
開
催
し

て
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
昨

年
・
一
昨
年
の
中
止
を
経
て
、
今

回
一
部
規
模
を
縮
小
し
３
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

 

な
お
総
合
司
会
は
沼
津
ラ
ク
ー

ン
よ
し
も
と
劇
場
所
属
・
西
伊
豆

へ
だ
Ｐ
Ｒ
大
使
の
富
士
彦
さ
ん
に

務
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

戸
田
地
区
内
外
よ
り
農
産
品
・

特
産
品
な
ど
各
店
自
慢
の
逸
品
が

販
売
さ
れ
、
特
に
旧
戸
田
村
の
友

好
市
村
で
あ
る
長
野
県
原
村
・
山

梨
県
忍
野
村
・
埼
玉
県
戸
田
市
か

ら
の
出
店
で
は
来
場
者
と
「
久
し

ぶ
り
で
す
ね
」
の
会
話
も
聞
か
れ

る
な
ど
、
富
士
彦
さ
ん
の
軽
快
な

司
会
進
行
と
と
も
に
、
終
始
和
や

か
な
雰
囲
気
で
イ
ベ
ン
ト
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

来
年
こ
そ
は
安
心
で
安
全
な
環

境
が
整
っ
た
中
で
、
元
通
り
に
開

催
で
き
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

11
月
17
日
（
木
）
〜
19
日
（
土
）

ま
で
の
３
日
間
、
福
岡
・
佐
賀
へ

視
察
研
修
旅
行
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

静
岡
空
港
か
ら
福
岡
空
港
に
降

り
立
ち
、
１
日
目
は
佐
賀
県
唐
津

市
へ
。
肥
前
名
護
屋
城
址
・
唐
津

城
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。
な
お

途
中
イ
カ
で
有
名
な
呼
子
に
立
ち

寄
り
ま
し
た
が
、
長
年
の
不
漁
の

た
め
休
業
や
閉
業
し
た
お
店
も
多

く
、
観
光
客
も
疎
ら
で
他
人
事
と

は
思
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

２
日
目
は
班
に
分
か
れ
て
行
動

と
な
り
福
岡
県
糸
島
市
へ
。
脱
サ

ラ
し
て
糸
島
市
に
移
住
し
「
わ
か

ま
つ
農
園
」
を
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若
松
氏
の
カ

フ
ェ
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訪
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し
、
新
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就
農
か
ら

現
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至
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で
の
軌
跡
と
経
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に
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い
て
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な
お
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を
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う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

な
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が
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宗
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（
辺
津
宮
）
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し
ま

し
た
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国
及
び

東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
観
光
客
の
多

さ
が
印
象
的
で
し
た
。

　

原
宿
は
天
保
十
四
年
（
一
八
四

三
）
頃
に
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宿
の
石
高
一
七
六
七

石
・
家
数
三
九
八
軒
・
人
口
一
九

三
九
人
と
記
さ
れ
、
宿
の
規
模
と

し
て
は
比
較
的
小
さ
な
宿
だ
っ
た
。

　

し
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、
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道
か
ら
の
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し
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隠
禅

師
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誕
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、
シ
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ボ
ル
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街
道
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の
植
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し
た
植

松
本
家
の
「
帯
笑
園
」
な
ど
が
あ

り
、
世
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広
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ら
れ
て
い
た
。
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宿
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屋
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。
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っ
て
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。
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総
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。
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の
時
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。

　
　
　
　
　
　
　
　

  

望
月 

宏
充

（
原
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
会
会
長
）

戸
田
さ
ん
さ
ん
ま
つ
り
開
催

戸
田
支
所
青
年
部
視
察
研
修 やぐらの組立て

保永堂版東海道　原

やぐらの組立て

　

11
月
15
日
、
市
内
一
斉
清
掃
に

合
わ
せ
て
、
商
工
会
役
員
、
法
人

会
役
員
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、

女
性
部
・
青
年
部
合
同
で
、
戸
田

峠
、
古
宇
方
面
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と
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逸
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の
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を
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を
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繋
げ
る
こ
と
の
大
切
さ
伝
え
た
い

　

こ
の
度
は
、
絵
本
ぬ
ま
づ
昔
ば

な
し
推
進
会
が
主
催
す
る
白
隠
禅

師
の
絵
本
に
際
し
て
多
大
な
る
ご

寄
付
を
頂
戴
し
ま
し
た
こ
と
、
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

基
金
の
募
集
活
動
を
通
し
て
私

が
感
じ
た
こ
と
は
、
原
地
区
の
温

か
さ
や
団
結
力
で
す
。

 

今
回
の
企
画
は
、
７
月
に
、
商

工
会
会
長
渡
邊
様
、
自
治
会
長
鈴

木
様
、
副
会
長
石
川
様
他
に
相
談

し
、
団
体
を
立
ち
上
げ
る
と
こ
ろ

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
企
画
を
進

め
る
中
で
、
よ
り
多
く
の
方
へ
の

基
金
の
呼
び
か
け
や
、
基
金
の
受

付
場
所
な
ど
、
個
人
で
は
ど
う
に

も
な
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
皆
様
が
気
持
ち
よ
く
様
々
な

場
面
で
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。
ま
た
、
支
援
者
の
方
々

か
ら
は
、
応
援
の
お
言
葉
も
多
数

い
た
だ
き
、
自
分
自
身
、
励
ま
さ

れ
な
が
ら
活
動
を
行
う
こ
と
が
で

き
、
お
陰
様
で
目
標
額
に
達
す
る

こ
と
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
ひ
と

え
に
多
く
の
皆
様
の
温
か
い
支
援

の
賜
物
で
あ
り
ま
す
。
つ
き
ま
し

て
は
、
皆
様
の
お
気
持
ち
を
、
確

か
な
形
に
し
て
、
こ
ど
も
た
ち
、

そ
し
て
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
、

絵
本
を
作
成
・
配
布
す
る
た
め
の

準
備
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

来
年
２
月
を
目
標
に
地
域
・
企
業

か
ら
の
贈
呈
品
と
し
て
、
学
校
、

保
育
所
、
図
書
室
、
病
院
等
の
施

設
に
お
渡
し
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

今
後
は
原
地
区
で
の
経
験
を
モ

デ
ル
に
、
他
地
区
に
お
い
て
も
、

・
地
元
の
歴
史
を
こ
ど
も
た
ち
に

　

伝
え
、
未
来
に
繋
げ
る

・
親
と
子
、
地
域
と
こ
ど
も
た
ち
、

　

地
域
と
学
校
を
繋
げ
る

そ
の
よ
う
な
信
念
を
持
ち
、
絵
本

づ
く
り
と
企
画
を
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ご
協
力
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

絵
本
ぬ
ま
づ
昔
ば
な
し
推
進
会

代
表

米
倉 

丈
智

沼津市商工会　ホームページアドレス　http://www.numazu-s.or.jp
　　　　　　　メールアドレス　　　　info@numazu-s.or.jp

再生紙を使用しています。

女性部 地元産品販売女性部 地元産品販売
11月6日 戸田さんさんまつり11月6日 戸田さんさんまつり

つ
な

指
導
員
だ
よ
り

　

今
年
は
サ
ッ
カ
ー
の
Ｗ
杯
イ
ヤ

ー
で
戦
前
は
「
や
や
盛
り
上
が
り

に
欠
け
て
い
る
か
な
？
」
と
感
じ

て
い
た
の
で
す
が
、
初
戦
で
ド
イ

ツ
に
逆
転
す
る
と
日
本
中
が
一
気

に
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
に
関
し
て
は
〝
完
全

な
素
人
目
線
〞
で
、
併
せ
て
商
工

会
の
「
指
導
員
だ
よ
り
」
目
線
で

こ
の
ド
イ
ツ
戦
を
強
引
に
書
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
が
…
、
こ
の
試

合
は
森
保
監
督
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ

ク
ル
が
モ
ロ
に
ハ
マ
っ
た
試
合
で

あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

Ｐ
：
プ
ラ
ン
を
立
て
て
、
Ｄ
：

試
合
に
臨
み
、
Ｃ
：
前
半
を
評
価
、

Ａ
：
後
半
に
改
善
、
…
が
見
事
に

実
を
結
び
、
み
な
さ
ん
ご
存
じ
の

と
お
り
、
大
金
星
に
つ
な
が
っ
た

わ
け
で
す
。
恐
る
べ
き
は
、
そ
の

決
断
の
早
さ
と
大
胆
さ
。
90
分
の

中
で
試
合
の
状
況
は
目
ま
ぐ
る
し

く
変
化
し
、
日
本
人
に
と
っ
て
は

最
高
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
仕
上
が
り

ま
し
た
。

　

今
回
の
Ｗ
杯
は
、
試
合
中
継
も

ネ
ッ
ト
中
心
と
な
り
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
が
変
化
し
て
お
り
、
商
工
会

職
員
的
に
も
興
味
深
い
大
会
と
な

っ
て
い
ま
す　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

指
導
員
Ｎ
Ｋ

12月・1月の行事予定

沼津法人会原支部

めざします企業の繁栄
と社会への貢献

（公社）

12月28日（水）１３時～１月３日（火）

                   　　　　年末年始休館

 1月20日（金） 年末調整（納期特例）

　　　　　　納付期限

 1月24日（火） 新春講演会

新
会
員
の
ご
紹
介

 

税
理
士
の
渡
邊
稔
夫
氏
に
講
師

を
依
頼
し
、
11
月
14
日
（
月
）
に

イ
ン
ボ
イ
ス
、
11
月
28
日
（
月
）

に
Ｄ
Ｘ
※

セ
ミ
ナ
ー
（
電
子
帳
簿

保
存
法
）
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
10
月
か
ら
開
始
さ
れ

る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
は
消
費
税
の

申
告
に
大
き
く
関
わ
る
も
の
で
、

今
ま
で
年
間
の
売
上
高
一
千
万
以

下
で
消
費
税
の
申
告
・
納
税
が
必

要
な
か
っ
た
事
業
者
も
、
今
後
必

要
と
な
っ
て
く
る
ケ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。

　

令
和
６
年
1
月
か
ら
義
務
化
と

な
る
電
子
帳
簿
保
存
法
は
ネ
ッ
ト

上
で
売
買
し
た
際
の
見
積
・
請

求
・
領
収
書
等
を
電
子
デ
ー
タ
の

ま
ま
保
存
す
る
よ
う
に
な
り
、
紙

に
出
力
し
て
保
存
し
て
お
く
こ
と

が
認
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　

両
制
度
と
も
に
小
規
模
事
業
者

に
も
大
き
く
関
わ
る
制
度
の
た
め
、

参
加
者
は
熱
心
に
講
義
に
耳
を
傾

け
、
講
義
終
了
後
も
質
問
や
個
別

相
談
が
多
く
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

業
種
や
売
り
上
げ
規
模
等
に
よ

っ
て
必
要
な
対
応
が
変
わ
っ
て
き

ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
商
工
会
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

会
員
同
士
の
絆
を
深
め
、
新
た

な
事
業
展
開
に
つ
な
げ
る
恒
例
行

事
「
新
春
講
演
会
・
会
員
交
流

会
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
を
考
慮
し
、
交
流
会

を
取
り
や
め
、
講
演
会
の
み
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

〈
日
時
〉

  

令
和
５
年
１
月
24
日
（
火
）

　
　
　
　

午
後
４
時
〜
５
時
30
分

〈
場
所
〉

原
地
区
セ
ン
タ
ー
２
階

　
　
　
　
　
　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

〈
内
容
〉

沼
津
の
観
光
と
ゼ
ミ
活
動
報
告

講
師 

日
本
大
学
国
際
関
係
学
部

宍
戸
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

※
経
営
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

事
例
調
査
報
告
（
経
営
指
導
員
）

〈
そ
の
他
〉

出
席
者
全
員
に
夕
食
用
お
弁
当
を

配
布
し
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

イ
ン
ボ
イ
ス
・
Ｄ
Ｘ
セ
ミ
ナ
ー

         

開
催
し
ま
し
た

㈲
戸
田
総
業
（
戸
田
）

　

𠮷
川
俊
也   

廃
棄
物
処
理
業

ｍ
ｅ
ｌ
ｉ
ａ
（
浮
島
）

　

芹
澤　

緑　

美
容
業

そ
ば
処　

重
（
桃
里
）

　

山
本
重
彦　

飲
食
業

杉
山
製
作
所
（
浮
島
）

　

杉
山
芳
美　

板
金
・
製
缶

ｏ
ｎ
ｃ
ｅ
‐
ｔ
ｉ
ｍ
ｅ
（
東
部
）

　

上
村
翼　

内
装
業　

オ
ザ
ワ
ホ
ー
ム
（
愛
鷹
）

　

小
澤
ゆ
き
江　

                     

フ
ァ
ミ
リ
ー
ホ
ー
ム

川
口
建
築
（
東
部
）

　

川
口
哲
也　

建
築
業

Ｒ
ｅ
ｌ
ｉ
ｅ
ｆ
（
西
町
）

　

望
月
萌
香　

美
容
業

ケ
ー
エ
ム
建
機
サ
ー
ビ
ス（
東
町
）

　

三
須
和
文　

機
械
修
理
業

新
春
講
演
会
の
ご
案
内

セミナーの様子（戸田支所）セミナーの様子（戸田支所）

※DXは、デジタルトランスフォーメーション（Digital Transformation）の略です。
　「DX」と表記すのは、英語圏で交差するの意味の「trans」を「X」と略す場合がある為です。


